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ernSociology& Economicsを卒業 した｡ Doc･
torandus(M.A.にあたる)を ユ トレヒト大学で受
け,更に--グの Instituteofsocialstudiesで
1960年 M.S.S.を得た｡ 主として後進国の社会と経
済の研究をなして1963年ユ トレヒト大学から Dr･の
学位を獲得した｡
評者の今次のマラヤ研究に際しては,再会と多少の
調査協力の期待をして来たのであったが,氏はこの学
位論文をその著書として残 してマラヤを去り,三たび
オランダに渡り,現在-ーグにある｡
本書に見える著者の主要な Ideaは,後進国の経済
的発展は社会的な発展なくしてほあり得ない｡この社
会発展は社会制度の機能であり,社会制度とはその性
格において,調整され,目的的であり,かつ反覆的な
活動である｡この社会制度は全体的な文化統合の一部
であって,経済的な因素よりもフレキシビリティが遥
かに少ない｡だから経済発展だけを企劃 し,西洋的な
経済発展計画をおしつけようとしても,容易に受入れ
られるものではない｡ということにあるようである｡
マラヤは周知のような複数社会の国であり,また複
数民族国家である｡マライ人と中国人とインド人がそ
の主な構成民族であるが,マライ人,なかんずく東岸
部のマライ人は後進性が強いという｡彼らは同じ農業
を行なっても中国人の如 く働かず,低所得である｡金
銭を貯蓄して投資せず,金銭があれば黄金や宝石に
変え, 多額の金銭を結婚式,祖先祭, 誕生祝などの
Kendury(集宴)に消費してしまう｡ このマライ人
に経済的な発展のみを強制 しても無理である｡条宴に
多額の金銭を消費するのは馬鹿げて見えるけれども,
それはイスラムの与える人生観,世界観と関係 してい
るので, その調整を計らなければならぬと説いてい
る｡著者は極めて政治意識的であってこのような調整
を計る発展計画委員にはイスラム神学者をはじめ,か
くかくの専門家を加えよというような提言まで行なっ
ている｡また貯蓄に関してはイスラムが ribaを高利
賃として禁じ,利子の観念までを否定することに対し
ては神学的な再解釈までを要求するのである｡
評者は本書の副題にある如 く,特にマラヤ東岸に連
関してと言う言葉につられ,東岸部の四つの村の実態
調査が行なわれ,本書のはじめに四つの村の地図まで
挿入してあるので,村落研究の参考になると考えて読
みはじめた.なるほど本文中にこれらの村落について
触れてあることはあるが,その調査というのはそれぞ
れ極めて短期間の学生と共に行なった村民とのインタ
ービューだけであったらしく,村落研究らしい記述は
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